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クラスの概要（英語） 
 

Beginning in the Winter Quarter of 2021, our class has 
been working in teams to discuss various Japanese and 
worldwide social issues in order to come up with a theme for 
realistic, effective projects in the Spring. We considered several 
important issues such as plastic waste and gender inequality, 
but in the end, “Children’s Future, Children’s Hope” won the 
vote. With our theme decided, we began Spring quarter by 
discussing possible projects. 

    
First, we thought about what the San Diego community could do to fit our broad 

theme of bringing hope to children. The United States has a youth mentoring program 
called “Big Brothers Big Sisters (https://www.bbbs.org/),” so we wondered if we could do 

something similar using Japanese. Since Japanese kids are 
also stuck at home due to the COVID-19 pandemic, we thought 
we could create our own mentorship program by writing “pen 
pal” letters to homebound Japanese middle school students in 
order to support them and help them with their personal issues.  

 
After that, we found out about a Japanese college student group called CORUNUM. 

This group creates commercial goods based on artwork created by disabled Tanzanian 
children and returns the profits to them, as well as supporting children 
through numerous activities in Japan. We contacted CORUNUM 
(https://cor-unum.org/) and asked how we could help them in their 
efforts. We were even able to study professional Japanese 
correspondence via the email chain between our professor and 
CORUNUM’s leader, Ariyama-san. 
 

Before long, we had two new projects: translating CORUNUM’s website into 
English and holding online events to support Japanese students. Through these projects, 
we were able to use our language skills to tackle a number of projects which all shared 
the important, meaningful goal of “Children’s Future, Children’s Hope.” Developing our 
Japanese skills while contributing to realistic projects is what “Japanese for Professional 
Purposes” is all about.  
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クラスの概要（日本語） 
 

2021 年の冬から、世界や日本での社会問題を話し合いグループに分かれて課題解決の

方法やプロジェクト企画を考えてきました。プラスチックの廃棄などに関する環境問題

やジェンダー平等に関する企画などがありましたが、クラス投票の結果、すべての子供

に平和と公正を届けたいという願いから生まれた「子供に未来を、子供に希望を」とい

うテーマが選ばれました。そのため、春学期はこのテーマでどのような活動ができるの

か話し合いからスタートしました。 

 

まず、大きな目的を「子供に希望を与えること」として、その

ためにサンディエゴ・コミュニティーで何ができるかを考えま

した。アメリカには Big Brother, Big Sister Project 

(https://www.bbbs.org/)という組織がありますが、日本語を

使って似たような活動ができないか考えてみました。パンデミ

ック中なので自宅にいながらできる方法で、子供に希望が与え

られることを話し合った結果、サンディエゴにある日本語補修

校の中学生と私たち大学生がメンター制度を作って、手紙のや

りとりを行うという案が出ました。 

 

それから日本の学生団体で作られている CORUNUM (https://cor-unum.org/)というウェ

ブサイトを見つけ、タンザニアの子供の絵をアートとして売り、収益をその子供に還元

したり日本国内の子供たちを支援する活動を行っているグループと連絡を取りました。

私たち大学生もメンバーとして何かできることがないかと相談し、ウェブサイトを英語

翻訳するお手伝いやブログの執筆、さらに国内で学校に行けない子供たちと言語交流会

を行うという機会を頂きました。 

 

以下に、それぞれの活動を報告します。日本語を使って大切な思い出を作って楽しんで
夢に進む、それは「プロフェッショナル日本語」のクラスです。〜アリエル 
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活動報告 

 

1）中学生と大学生のメンタープロジェクト『ペンパル』                

アメリカにある Big Brother, Big Sister Project というメンター制度の応用として中

学生と大学生の「ペンパル」を行いました。現在私たちは「子供に未来を、子供に希望

を」というテーマで活動しています。子供はよく学習環境、家庭環境、進学、アイデン

ティティー、人間関係についての悩みや不安がありますが、相談できる相手がなかなか

いない場合が多そうです。以前私たちは現在の中学生と高校生と同じ悩

みを経験しましたから、子供にとって勉強や進路が相談しやすい、また

は相応しい相手になれるだろうと考えました。そして、サンディエゴで

はこのような相談を日本語でできる機会が滅多にありませんから、サン

ディエゴでのこくご学園の中学部の生徒さんと手紙交換というプロジェ

クトをすることになりました。このプロジェクトは 11人の大学生が 11人

の中学生と三回ずつメールのやり取りをし合計六回、子供たちと楽しく

話したり、相談しやすい雰囲気を作ったりしました。 

 

＜参加した学生の感想＞ 

● 「コロナの影響で他の人に話せる機会が少なくなっており、中学生と知り合って話

すことができて楽しかったです。その上、日本語でプロフェショナルメールを書く

事を学べました。」（彩香） 

 

● 「今学期のペンパルプロジェクトはユニークな経験で、すごく楽しかったと思いま

す。私のペンパルは中学 1 年生なので、ペンパルさんは私に一番好きな漫画とかゲ

ームなどをシェアしました。それにそのプロジェクトで日常的な日本語が練習でき

たので、嬉しいです。」（スティーブン ） 

 

● 「小学生の時、今学期のペンパルみたいな活動を先輩たちとしましたが、今回私た

ちが先輩になるという経験をしました。だから、私たち大学生は人生の先輩として

子供たちを安心させたかったです。そして、日常をシェアすることで、年に関係な

くつながることが出来たと思います。」（ウィリアム） 

 

● 「中学生との活動のおかげで、クラスの間私たちの選んだ目的に取り組

み続けることができました。そして、ペンパルの活動を通して中学生の

生き方や相談を聞いたり、アドバイスをしたりして、中学生の役に立つ

ことができました。」（ジェーソン） 
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2）日本の学生団体との共同プロジェクト紹介 

私達 UCSD日本語 135C の学生は子供に希望を与えるというテーマでどんな活動ができる

のか話し合いを続けていました。そこで CORUMUM という学生団体がボランティアを募集

している広告を見つけ、私達の目的と似ている実現的な活動だとわかりました。そこで

CORUNUM の代表の方とメール交換をし、クラス全員で日本とビデオ会議をしました。代

表の方から提案して頂いた活動として、「子供支援の活動」と「翻訳業務」がありまし

た。 

 

  

A. 子供支援チームの活動 

 

CORUNUM の代表から、児童発達支援を行う施設を紹介していただき、言語交流会と題し

て日本の子供たちに外国のことや外国語を紹介するイベントを行いました。対面では緊

張してあまりお話ができないお子さんや学校に通えないお子さんに対して絵本の読み聞

かせを行いました。 

 

 

＜第一回目 言語交流会＞ 

「はらぺこ青虫」英語と日本語の読み聞かせ 
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＜第二回目 言語交流会＞ 

 

「七夕物語」中国語と日本語の読み聞かせ 

 

 

＜サンディエゴからカードやお菓子のプレゼント＞  

 

交流会でアメリカのことを少し知ってもらったので、アメリカで売られているお菓子を

子供たちに届けました。施設では「お菓子のカルタをして遊びました」とご報告を頂き

ました。お菓子の名前を支援者の方が読み上げて、子供たちは当てたら食べる、という

活動をしてくださったそうです。「ものすごい集中力でした！」と教えてくれました。 
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＜参加してくださった方々からの声＞ 

 

第一回目の交流会後 

● 「日本語を学ぶ大学生と日本の小、中学生の共通の話題が

見つかったり一緒にゲームをしたり、ネイティブな英語を

聞く機会が無いので、リアルな発音を聞いたり出来て良か

ったです！」 

● 「日本でもよく知られた絵本が、アメリカの学生さんの手

元にあるとか、同じアニメをとても好きなことが伝わってきたことなど、リアリ

ティがあるのが興味深かったです。対応がとてもフレンドリーで心地良かったで

す。」 

● 「クイズをいれて飽きないように工夫をしてくださったのがよかったです。知っ

ている英語もたくさんあり、子どもたちは聞き取れたことがうれしそうでした。」 

● 「いつも、初対面の人とは一言も話せない子どもがみなさんとのオンライン交流

では自己紹介ができていました。不安や緊張の強い子どもにとって、リアルで初

対面の方と会うハードルは非常に高いのですが、オンラインで先にお会いするこ

とで「素」の自分がだせたり、緊張を軽減できたり、コロナで仕方なくオンライ

ン。ではなく、オンラインだからこそできる支援の可能性を感じました。」 

 

第二回目の交流会後 

● 「はじめて中国語の読み聞かせをききました。七夕が中国ではバレンタイン！と

いうのはおもしろかったです。」 

● 「もっといろんな国の言葉や文化、絵本などをきいてみたいとおもうようになり

ました。」 

● 「絵本を読んでもらえて良かった。みんなと話し合いができてよかった。司会進

行の方がとても丁寧に個人個人を拾いあげてくれたので、とても助かりました。」 

● 「前回よりも、双方向でやりとりがすすんだことがよかったなぁとおもいました。

日本で普段すごしていると、一度にたくさんの文化にふれる機会はあまりなく、

こうして、みなさんと話せるだけでも「外国」→日本以外はみな「外」という意

識が変わっていくような気がしました。インクルーシブであることと、多文化を

受け止めることは根底でつながっているのだとあらためて感じる機会となりまし

た。ありがとうございました。」 
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B. 翻訳チームの活動 

 
このクラスではプロジェクトの目標を達成するために日本語の全てのモダリティーも練

習できます。「現実的なプロジェクト」を遠隔でするのは大変ですが、この春私たちが

お手伝いさせて頂いたことに CORUNUM のウェブサイトの翻訳業務とブログ執筆がありま

した。 

 

カリフォルニア大学サンディエゴ校には、色々な背景を持っ

た学生がいます。CORUNUM の目指している価値観と似てい

て、私たちウェブサイト翻訳チーム 5 名も多様性に溢れてい

ます。チームメンバーの日本語能力が違うので、最初に皆を

適切な担当に分けた後で、協力してウェブサイトを翻訳しま

した。 

 

英語の翻訳はアメリカの大学生にとって簡単だと思うかもし

れません。いいえ、実は英語の翻訳は一番難しいです。日本

語から自然な英語を作ることは意外に大変です。でも、私た

ちは翻訳を通して、本当に言語能力が上がったという感覚が

ありました。 

 

 
 

CORUNUM のウェブサイトを翻訳することは、日本語の勉強のためだけではなく、

CORUNUM のため、そして読者のために役に立っているという実感があり、大変楽しかっ

たです。今回の翻訳の作業を通して、読者に役に立つウェブサイトを作って、チームと

一緒大切な思い出ができました。 

 

ブログの執筆では、担当者が翻訳チームメン

バーにインタビューをし、クラスの様子やメ

ンバーの気持ちをレポートしました。ウェブ

サイトへの掲載が楽しみです！ 
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メンバーの紹介と感想 
ツイ 
 
四年生です。歴史学と日本研究を勉強しています。東亜の歴
史や文化に興味を持っているので、大学二年生の時、日本語
の授業をとってみたいと思いました。日本語と東亜歴史を勉
強したら、日本文化への興味がさらに深くなりました。将来
の夢は国際関係を改善することです。留学の経験や専門的な
知識をいかして、国際的な協力関係を作りたいと思います。 
 
感想：今学期私が参加した子供支援チームは日本にいる子供
やティーンエージャーとオンラインで交流しました。絵本を
読んだり、生活を紹介したり、会話をしたりしました。活動を通じて、世界の広さを教
えたいと思いました。日本の方は私たちの生活に興味を持ってくれたし、私たちも新し
いことを学びました。そのため、交流会は私たちにとっても、日本の方にとっても、い
い経験になったと思います。活動を企画しながら、チームメイトからいろんなことも学
びました。今学期の活動は終わりましたが「子供に未来を、子供に希望を」というテー
マの活動を続けられると思います。私たちは優秀な先輩からインスパイアーされるかも
しれないので、自分がもっと優秀になったら、年下の子供にもいい影響を与えられると
思います。 

 

デヴィン 

 

日本学と中国学を専攻している五年生です。東アジアの歴史
や文化を学ぶことはもちろん意義があるので興味をもって勉
強していましたが、最初に大学に入学した時、大体外国語だ
け、特に日本語を勉強したかったです。高校生の時にも、日
本語とスペイン語と韓国語を全部同時に勉強してみたけど初
めだけでした。2019年から去年まで中国と日本への留学の経
験もして、今年で卒業します。これから、将来アメリカでも
海外でもいい影響を与えられる歌手になる夢を持っていま
す。 
 
感想：今学期のプロジェクトとして「子供に未来を、子供に希望を」という目的があり
ました。具体的な活動ができるように日本大学生の組織と協力しました。クラスの中に
グループが二つあり、私は「子供の支援」というグループに参加しました。小学生に対
して様々な言語で絵本を読んであげることと楽しいゲームや発表も準備しておきまし
た。その活動を通して、コロナウイルスに関係なく楽しいクラスがオンラインでもで
き、日本以外にも面白い人や別の文化があることを伝えられたと思います。 
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リー 

 

四年生です。専攻はパソコン工学で、副専攻は日本語です。
日本語を勉強したきっかけはアニメです。子供の時から名探
偵コナンを見ていて、高校に入学してから日本語の授業を取
ってきました。日本語を勉強することで、前に理解できなか
ったコナンの放送が少しずつわかるようになっているから、
日本語を勉強するのはとても楽しいと思います。将来の夢
は、日本語と英語の通訳をすることです。 
 
感想：今学期の目的は「子供に未来を、子供に希望を」でし
た。私たちの子供の支援チームのイベントでは、日本の施設の子供や関係者に外国に対
する興味を持ってもらったかもしれません。イベントのアンケートによると、「ネイテ
ィブな英語を聞く機会が無いので、リアルな発音を聞いたり出来て良かったです！」と
いう意見があったし、サンディエゴや私たちの学校生活の質問もたくさんあったので、
他の国や外国語が好きになりもっと勉強するきっかけになったかもしれません。 
 
ウィリアム 

 

四年生です。専攻は日本学で、副専攻は演劇です。日本語を
勉強している理由は、大学に来る前に私は料理人になりたか
ったです。そして、その時の夢は日本に行って寿司の作り方
を勉強したかったです。だから、大学に来て、専攻が物理学
から日本学に変わりました。他の理由は、高校の頃から、ア
ニメやマンガが好きで、いつも日本語を勉強したかったです
が、大学に来るまでできませんでした。 
 
感想：今学期、私達は冬から勉強している SDGｓのトピック
を一つ選んで、二つのプロンプトを作りました。一つ目は CORUNUM のウエブサイトを翻
訳すること。二つ目は私が参加したの日本の子供たちために絵本を紹介するというプロ
ンプトです。その子供たちは様々な理由から、学校になかなか行けません。その理由以
外、昨年から今までのコロナウイルス状況は参加者の生徒たちだけでなく、世界中の人
に難しすぎる感情を与えます。だから、私達は絵本紹介などを企画しました。生徒たち
が好きなアニメやマンガ、歌手、ゲームなどは私達が好きなものと同じなので、繋がる
ことができました。その絵本紹介以外、ペンパルの活動もできました。ペンパルで、私
達はサンディエゴにいる日本語を話す中学生と毎週メールを送り合いました。手紙に個
人的な内容で、関係がゆっくり作れました。この生徒達と絵本の参加者の子供達は他国
の市民ですが、同じ問題や心配があります。そして私達も、同じように未来のことを心
配していました。だから、二つの活動で「子供に未来を、子供に希望を」という今学期
のテーマに沿った活動ができました。今学期は私の大学生活最後の学期ですが、これか
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らもこのテーマを続ける活動ができます。例えば、図書館や学校でボランティアして、
本読みや教えることができると思います。 
 
あやか 

 

私は大学 2年生のリン彩香です。専攻は数学・コンピューター
サイエンスで、副専攻はビジネスとコンピューターエンジニア
です。私の趣味は水泳とお菓子作りです。グアムで生まれ育ち
ましたが、私が通っていた水泳のチームやピアノのレッスンは
日本語で習いました。小さい頃は、ドラえもんや名探偵コナン
のアニメを見たり、漫画を読んで日本語を習いました。それ
に、幼稚園から二年生までグアムの日本人学校に、三年生から
中学生まで補習校に通いました。大学生になってから、私は日
本語をもう少し学びたいという気持ちがあり、プロフェッショ
ナル日本語の授業を受けることになりました。 
 
感想：今学期の授業の目的は「子供に未来、子供に希望」でした。最後の 6 週間はペン
パル活動で、中学生と大学生の手紙交換をしました。コロナの影響で他の人に話せる機
会が少なくなっており、中学生と知り合って話すことで目的につながった活動になった
と思います。その上、私だけではなく、中学生の子供達も日本語でメールを書く事を学
べたと思います。その他、CORUNUM という学生団体から頂いたホームページの翻訳業務
を行いました。CORUNUM のゴールはタンザニアの子供達や障害がある子供たちを助ける
ので、私達が CORUNUM のウェブサイトを翻訳することで少しでもお手伝いになれば嬉し
いです。このようなことは今後一人でも続けられる活動だと思います。 
 
タミ 
 
モク・タミです。今はコンピューターサイエンスを専攻してい
る四年生で 21歳です。日本語の勉強を始めた理由は最初旅行
のために簡単な日本語を覚えたかっただけですが、勉強すれば
するほど日言語を習うことが好きになりました。それから、副
専攻を日本学にして、プロフェッショナル日本語の授業を受け
ることになりました。 
 
感想：今学期は、こくご学園を通して、中学生とペンパル活動をすることになりまし
た。その三回のメールのやり取りのおかげで中学生の相手と沢山のことについて話せま
した。私は相手と学校や大学校のことについて話したから、生徒の相談相手として、子
供の未来に対して抱いている不安や悩みの解決に少しは役立てたと思います。そして、
翻訳チームにも参加しましたので、CORUNUM のウェブサイトを翻訳することで「子供に
未来を、子供に希望を」という目的に近づけました。CORUNUM の目的の一つは「子供た
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ちの笑顔と未来のために」なので、CORUNUM を手伝ったことで私たちの活動目的も達成
できたと思います。 
 
これからも「子供に未来を、子供に希望を」というテーマで活動するには、ボランティ
アするのが相応しいと思います。コロナはまだ広がっていますが、できれば図書館で子
供と絵本を読んだり、宿題を手伝ったりするのは一人でも簡単にできることだと思いま
す。あとは、町のコミュニティセンターで子供と一緒に遊ぶ活動を作るとか、もう存在
している活動、またはアクティビティーにボランティア参加すれば、子供の相談相手や
ロールモデルになれるかもしれません。 
 

スティーブン 

 

四年生のスティーブン・ナポリタノです。専攻は国際政治学

で、副専攻は日本学です。サンディエゴ出身ですが、2年間札

幌に住んでいて、北海道大学で日本学を勉強しました。日本語

の勉強を始めた理由は、中学生の時から日本の文化や歴史に興

味があり、日本語を勉強したいという気持ちがあったからで

す。それに、私のおばあさんは日本人ですから、おばあさんの

母語が話せるようになりたかったです。私の夢は日本にあるア

メリカの大使館、または領事館で働くことです。 

 

感想：今学期の活動は「子供に未来、子供に希望」という活動目的がありました。私た

ちの活動は、CORUNUM という日本の学生団体のホームページコンテンツ翻訳でした。

CORUNUM は、途上国に住んでいる子供たちをサポートし、SDGs を達成するための取り組

みを行なっています。この翻訳プロジェクトは、プロフェッショナル日本語の実践だけ

ではなく、国際交流、そして子供たちに希望を与えることでもあったと思います。これ

からも「子供に未来を、子供に希望を」という理念の下、一人一人が力を合わせ、ボラ

ンティアを続けることはできるでしょう。例えば、学生は CORUNUM みたいな団体が作ら

れるし、他の NPO でもボランティアできます。 
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アンドレ 

 

こんにちは！私はニューエン・アンドレです。 

大学三年生です。二十歳で三年間日本語を勉強しています。こ

の専攻を選んだ理由は日本文化は面白いので、いつか住みたい

と思ったからです。そして、私の夢は日本のゲームプログラマ

ーになることです。子供の時に「ニンテンドー」、「セガ」な

ど多くの日本のゲームを遊びました。だから、日本語を勉強

し、日本に行き、働くつもりです。 

 

感想：今学期でプロジェクトは終わり、活動目的を達成しました。私の感想は、このプ

ロジェクトは面白いですがちょっと難しかったです。「子供に未来を、子供に希望を」

という目的のために、CORUNUM のウェブサイトの翻訳プロジェクトをしました。

CORUNUM は多くの国の子供に手伝う学生団体です。プロジェクトで私の責任は CORUNUM

のウェブサイトの部分を英語に翻訳することでした。そして、グループメンバーと話

し、彼らの翻訳をチェックし、最後の翻訳スクリプトを作りました。プロジェクトはち

ょっと難しかったですが、他の英語を話す人のためにすごい英語の翻訳を作ったと思い

ます。だから、他の英語を話す人は翻訳スクリプトを見て、私たちの目的とゴールを理

解して、今後 CORUNUM のプロジェクトに参加すると思います。 

 

アンドリュー 

私はアンドリューグレン・トランです。3年生です。人

間開発と日本文化を勉強しています。一年生の時に日本

語に興味がありました。そして、日本語を勉強してみて

面白いと思って日本文化は 1つの専攻になりました。私

の将来したいことがまだ分かりませんからまだ考えてい

ます。しかし、最終のゴールは、日本人のように日本語

が話せるようになることです。趣味は料理とゲームで

す。 

今学期私たちのプロジェクトはすごかったと思います。子供に絵本を読んであげたり、

ペンパルをしたりしながら、私達は子供と一緒に楽しいアクティビティをしました。英

語の絵本読み聞かせの目的は子供に色んな文化を伝えることでした。子供に他の文化を

紹介することによって子どもたちに異文化への興味がでるかもしれません。違う文化に
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興味を持っていれば、子供は将来より多い選択肢を持てると思いますので、「子供に未

来を、子供に希望を」という活動目的につながったと思います。ペンパルも同じだと思

います。私達は子供と手紙交換をし、外国人と話す機会を設けました。これは、他の文

化を紹介することですので、結果は絵本の活動と同じです。 

「子供に未来を、子供に希望を」のテーマを続けるために必要なことは、子供を教育す

ることです。子供はこの世界の未来ですから、一人一人が色んなことを教えて選択肢を

あげたらその子供は大人になる時に、他の子供を助けることができます。そして、この

世界の未来ももっとよくなると思います。 

 

アリエル 

 

アリエル・ロセンタルです。アリと呼んでください。米空軍で

6年間過ごし台湾で 1年間で英語教師として働いた後で UCSD

に入る為に出身のサンディエゴへ戻りました。日本学と公共政

策の専門で 5年の転校生です。2019年に、京都の同志社大学

で留学した時に、日本で永久的に住む事を決めました。大学卒

業後に輸送や労働者の権利などについて日本の公的機関で働き

たいから「プロフェッショナル日本語」をとっています。将

来、このクラスで学んだ日本語やスキルを使って、CORUNUM と

同じような価値観を持ってる組織で働きたいです。 

 

今学期、授業は「子供に未来を、子供に希望を」のテーマでした。それで、子供をサポ

ートする活動を行うことにしました。元教師だから創造性を育てる活動は生徒に特に大

切だと思います。生徒は経験を伝える美しい芸術を作れるだけでなくて、自分の芸術が

特別で価値がある物だと学んでくれたら嬉しいです。生徒の重要な芸術を世界中の人に

見せて、その収益を還元したら、子供達のコミュニティーがもっと強くなると思いま

す。若者がアートを使って自分の世界を表現できたらもっと優しい社会を生み出すこと

ができると思います。世界中の人が CORUNUM の子供画家の夢を理解するために、ウェブ

サイトを翻訳するのは大変嬉しいことでした。 
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チナ 

 

劉知名（リュウ・チナ）です。大学四年生で生化学を専攻し

ています。日本語を勉強している理由は日本語を忘れないた

めです。私は 10歳の時まで日本で住んでいたので日本語や

日本の文化は私のアイデンティティの一部です。それを失い

たく無い、と思ったことがこのクラスを取ったきっかけでし

た。今後日本と関係ある仕事につければいいな、と思ってい

ますが、正直日本だけにこだわる必要もないと思っていま

す。夢は働きがいのある仕事を見つけてゆったりと過ごすこ

とです。 

 

今学期の目的は「子供に未来を、子供に希望を」で、私達はコロナ禍の中でもできる活

動を考え実行しました。私はペンパル活動と子供支援チーム内の言語交流会を行いまし

た。言語交流会では海を超えて共通の好きなアニメについて話し、同じ名前の人がいる

ことなどにワクワクしているのが伝わりました。サンディエゴや UCSDに興味を持って

くれる人もいて、もっといろんなことを紹介する時間があったらいいな、と思いまし

た。ペンパルの相手は難しい悩みを抱えてはいないようでしたが、大学で少し悩んでい

ることや趣味について話し合いました。今後もこの活動目的を達成するために私たちは

身近な子供達と関わりを持ってみたりボランティア活動に参加することができると思い

ます。 

 

ジェイソン 

ジェーソン・スタホーヴィアクです。3年生で、日本語を専攻し

ています。母側の家族は日本人ですので、子供の頃からずっと日

本文化を経験して、そこから私の日本語・日本文化の興味が生ま

れました。高校を卒業した後で、大学の時に日本語を勉強したい

と思いましたが、日本語を専攻するかどうかわかりませんでし

た。大学卒業の後の希望は日本語を自由に話せることで、未来の

仕事は私の日本語を使えることです。 

今学期は先学期に選んだ SDG、「子供に未来を、希望を」という

活動目的を取り組みました。私たちの活動をその目的につなげる

ために、二つの団体と活動をしました。一つ目はこくご学園に連絡して、日本語を話せ

る中学生に手紙を送ったり、もらったりするペンパルという活動でした。「子供に希望
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を」として、中学生の生活、相談、最近困っていることなどを理解して、中学生たちに

共感したり、アドバイス、サポートなどをすることでした。そして、二つ目は CORUNUM

という大学生の団体との協力プロジェクトでした。ソラアルという施設の子供たちに絵

本を読んであげました。日本語だけでなく、英語や中国語でも一緒に読みましたから、

自分たちの言語の練習にもなりました。アンケートの結果によると、参加者の方は英語

や中国語の自然な発音を聞けてよかったそうです。 

 

ウンジュ 

 

今学期、武田先生の授業でボランティアさせて頂いたチェ・ウンジ

ュです。今年の 1月、サンディエゴに引っ越してきたばかりで、普

段興味を持っていた外国語＋教育というテーマで「やりがいのある

仕事」を探していたところ、武田先生のクラスを見つけました！単

に、言葉を習うのではなく、勉強している外国語を生かして人のた

めプロジェクトを行うという経験は、新鮮で自分自身にもとても勉

強になるものでした。企画としてクラスを引っ張ってくださった先

生、力を合わせてプロジェクトを 3つ(!)もこなしてくれたクラス

全員に拍手です。ありがとうございました！ 

 

武田泉 

 

プロフェッショナル日本語の講師の武田です。毎年新しい学生と新

しいプロジェクトをしていますが、今年は子供へ希望を与えるテー

マで活動を考えました。日本にはメンター制度があまりありません

が、アメリカではよく耳にします。小さい頃からロールモデルがあ

るのはいいことですし、何でも悩みを話せる人がいるのは精神的に

もありがたいことですよね。こくご学園の先生とペンパル活動が企

画、実行できたことは素晴らしい経験になりました。また、日本の

大学生と協働プロジェクトが出来たこと、そして千葉にあるソラア

ル様と言語交流会が出来たことも大変有意義で貴重な経験でした。私自身、たくさん学

ぶことがあり、一緒に活動を考えた学生、そしてサポートしてくださったボランディア

のウンジュさんにも感謝です！ 

 

＜プロジェクトに関するお問い合わせ：itakeda@ucsd.edu＞ 


